
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

： コ　 ・

壁面色の 違い による気分の変化および生理的効果に関する研究
Affective　and 　Physiological　Effects　of　Different　Wall　Color

石瀬加寿子　 Kazuko 　lshise

百瀬　桂子　 Keiko　Momose

齋藤　美穂　 Miho　Saito

早稲田大学

早稲田大学

早 稲田大学

Waseda 　University
Waseda 　University
Waseda 　University

キ
ー

ワ
ー

ド ：壁 面 色、気 分、脳 波

Key 　words ： waH 　color ，　mood ，　brain　waves

1．本研 究の 目的
　色彩刺 激 は安 らぎや怒 りなど の 感 情と結び付 け

られ る こ とが多く、 そ れ らは 色彩 の 感情効果 と呼ば

れて い る。大森 ら（2002）は 異なる光色刺激に 対する

調査か ら、色 の 印象 と生理的な快適感 に関連が ある

可能性 を指摘 して お り、視 野を特定 の 色 で 覆 っ た場

合に リラ ッ ク ス な どの 効果が現れると考 え られ る。

本研 究で は 色光で は なく視野を覆 う壁面色 とし て

の 物 体色を用 い 、色が 生 体に与 える影響にっ い て 主

に心理 面 お よび 生理 面 か ら調 査す る こ とを 目的 と

した。実験 1で は壁 面の 色彩の 印象 と気分の 関係 を、
実験 H で は では脳波等の 生理指標 を用い て壁 面色
の 違 い が 生体に与 え る影響 を 、 それ ぞれ検討 した 。

ま た、それ らの 指標間 の 関係性 につ い て も検討 を行
な うもの とし た。

2．実験 1 心理効果に 関する実験
　実験 1で は 壁 面色 に 対す る 印象 と壁 面色か らも
た らされ る気分 の 測定を行 っ た。
2．1．被験者
　早稲田 大学 の 学生 100 名 （男性 50 名、女性 50
名、平均年齢 22．9 歳）。
2．2．＄置

　壁 面色 に は マ ン セ ル の 主要な 5 色相 を採用 し、純

色に最 も近い マ ン セ ル 値を持 つ 色を Color　Works 社
の HIP の 塗料か ら採用 し た。　MINOLTA 　CR −300 に よ

る各色 の 測色値は以下の 通 り ；赤（6．9R5．l！12．3）・青

（3．6PB4．3／9．3）・黄（6．IY8．2／12．1）・緑（4．6G4．9／7．5）。紫
（6．OP4．0！6．3）。 こ れ らをそれ ぞれ縦 1110  × 横
810   の ス チ レ ン ボー

ド 3 椥 瞼 布 し た後にそれ

らをっ な げ、被験者 の 中心視及 び周辺視 を覆 う、幅

お よ礇 行き 810rmn、高 さ 11iOmm の コ の 宇型 の パ

ーテ ィ シ ョ ン を作成 し た。
2．3．手続き

　被験者 は机 に設置 され た パ ー
テ ィ シ ョ ン 内 の 椅

子 に着席 し、質問紙 へ の 回答を行 っ た。質問紙は 11
対の 形容詞対を用い た SD 法に よる印象評定の質問
紙 と、齋藤（2005 ）に よる気分 を表す 20 の 言葉か ら

な る気分評定 の質問紙 の 2 種類を使 用 した 。 各被験
者は ラ ン ダム なll貭序で 5色全 て の パ ー

テ ィ シ ョ ン 内

で 質問紙 に 回答 し た。なお実験は全て D6s光源 下で

行われ た。
2．4．結果
2．4．1．イメージプロフイ

ール

　全被験 者 の 印象評 定 ・気分評定 の 各質問項 目の 平
均値 を算出 し、それ を縦軸 と し たイ メージプ ロ フ ィ
ー

ル を作成 した。印象評定の イメ
ージプ ロ フ ィ

ー
ル より、

赤 と黄は比較的似た印象を持たれ、また青と緑も比較的

似た印象で あるこ とが判明した。また、青と緑は気分評
定にお い て も似た結果が得 られた。赤 と黄に関 しては過

敏な ・落ち着かない ・暗い ・積極的ななどの い くつ か の

項 目で は似た評定だっ たが、印象評定 ほ ど類似した評価
は得られなか っ た。紫は印象評定にお い ても気分評定に

お い ても独自な評価がなされた 。

2．4．2．因子 分析
　印象評定項 目お よび気分評定項 目の 評 定結果に

対 してそれ ぞれ 因子 分析 を行 い （主因子 法、バ リマ

ッ ク ス 回転）1．O 以 上 の 固有値を基 準 に因子 を抽出

し た．そ の 結果、印象評定項 目 で は 4 因子 が得 られ 、
それぞれ を評価性因子、活動性因子 、力量性因子 、
暖か さ因子 と命名 した 。 気分評定項 目にお い て も 4
因子 が得 られ 、リラ ッ ク ス 因子、覚醒感因子、疲労
感因 子、集中力因子 と命名 し た。また 、 印象評定に

お ける因子得点を算出 した結果、評価性 にお い て は

青が高く赤は低い 、活動性 は赤 ・黄 ・紫が高く緑は

低 い 、力量性 は青 ・黄が高 く、紫が低 い 、暖か さは

黄が 高く青が低い とい う結果が得 られ た （図 D。
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　気分 評定項 目で は 青 ・緑は リラ ッ ク ス 因子 にお い

て 高得点が得 られ、反対 に赤は低得点 であ っ た。覚

醒感因子 に お い て は 赤 と黄は 高得点で あ り、紫は 最
も得点が低か っ た。疲労感は赤 と紫が 高 く、青は低
か っ た。集中力 は青が 高く、黄が低か っ た （図 2）。
2．4．3．重回帰分析
　気分評定 に お け る各因 子 が 印象評 定の 各 因子 に

ど の よ うに影響 され て い るか を検討 す るた め に気
分評定 の 因子得 点を従属変数 、 印象評 定の 因子得 点

を独 立変数 と し て 重回 帰分析 （ス テ ッ プ ワ イ ズ法）
を行 っ た

。 そ の 結果 以 ドの よ うな回帰式が 得 られ リ
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図 2　気分 因子得点

ラ ッ ク ス 因子 と覚醒感 因子は色 の 印象 に よ り変化
す るとい う結果 が得 られ た 。

リラッ クス ＝ O．51　x （評価 性〉
− 0．5ix （活動 性）＋ O．14x

（暖かさ） （R1＝ O．60、 ρ く．001）
覚醒感＝ 0．48x （暖かさ）十 〇．42x （力量性）÷ 0．31　x （活
勳性）＋ 0．06 × （評価性）（1？e ＝ O．57、ρ く．OO1 ）

　疲労感 と集 中力 に関 して は決 定 係数 が低か っ た

た め印象に左右 され る とは言 えなか っ た。

3．実験 il 生理的効果に 関する爽験
　実験 H で は壁面色 に対する生理反応を測定 した。
3．1．被験者

　早稲田大学の 学生 10名 （男性 5名、女性 5名、平
均年齢 25，1 歳）n

3．2．装置
　 実験 1 と同様 の カラ

ーパ ー
テ ィ シ ョ ン 5 種。

3．3．手続き

　  被験者を任意の パ ーテ ィ シ ョ ン 内に着座 させ 、
電極装置を装着．電極は国際 10／20 法に よ る F

， 、
Fz、

　 F4、
　 C3、

　 Cz、　 C4、
　 P3、　 Pz、

　 Pd、 01、 02の 11 チ ャ ン

ネル お よび 基準電極の 両耳 朶の 計 13 部位 とし、単
極誘導法で測定。  被験者の 利 き手 で ない 手 の 入差
し指先に皮 膚抵抗 トラ ン デ ュ

ー
サ を装着。   90 秒 間

の 閉眼  血圧測定  計算課pa　10分間  血圧測定  5
分間の休憩（静座）　 以上   〜   の 手順で 5色全 て の

壁面 内で課題お よび指標 の 測定を行 っ た。色 の 呈示

順序は ラ ン ダム で 実験は全て D65光源 Fで 行われ た。
3．4．結果
3．4．1血 圧
　緑 お よび 紫にお い て作業後 に低下 が見 られ た も

の の 、変化 は小 さく、壁面色 の 違 い に よ る差は少な
い と考え られ る 。

3．4，2．脈拍
　 1 分間脈拍数は紫にお け る上昇率が最も大きく、
青お よび緑 で は上昇が抑え られ る傾向が見 られ た。
赤 お よび 黄は 作業開始直後で の 増加 が大 きか っ た 。

3．4．3r脳波
　 閉眼時の 含有量を 1、とした時 の α 波の 含有量は作
業 に よ り減少 す る が青で は そ の 減少度 は比 較的低

く、 赤および紫で は減少度が比較的高い 傾向が見 ら
れた。β波 の 含有量は作業に よ り増加するが紫で は

特にそ の 増加傾 向が大きか っ た。また、赤 と黄は比

較的 β波 の 増加傾 向が小 さか っ た 。 脳波の 部位ごと

に 比較す ると、視覚野の存在す る後頭部（Oiお よび

02）にお い て α 波、β波 とも変化 が大きか っ た。（図
3、図 4）

図 3　チ ャ ン ネ ル 別 α 波含有 量
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　　　　 図 4　チ ャ ン ネル 別 β波含有 量

4．総合 考察
　印象評価を気分 に関す る因子分析結果 と比較す
る こ とで 、色 に 対す る 印象 とそ の 色が与 える気 分 と

の 関係性が明 らか に な っ た 。 色 ごとに見 ると 、 赤は

あま り好ましい 印象ではない が、生 き生 きと した感
じと暖 か さが高い 印象で あ り、そ こ か ら得 られ る気

分は 、覚醒感は あるが同時 にかな り緊張す る とい う

もの で ある。青は 好 ま し い 印象を 持 ち、か つ 力強 く、
静か な冷た い 感 じであ り、そ こ か ら導か れ る気分は

か な り リラ ッ ク ス す る が 気分 は沈む とい うも の で

ある。黄は 活発で 力強 く暖か い印象で あ り、 気分は

か な り高揚する が リラ ッ ク ス 感や疲労感 に は あま

り影響 しな い 。ただ し集中力 はやや 落 ちる。緑 に関

し て は 印象は 青 と比 較 す る と好ま し さ ・活発感 ・力

強 さが落ちるが 、導か れる気分は青とほぼ同様 とい

うもの で あ る 。 紫は活発 さは あるが 力強 さはな く、
そ こ か ら得 られ る気 分 は沈ん だも の で リラ ッ ク ス

感 は 比 較的少 な い とい うも の で ある．壁 面色に対す

る印象か ら一般的に 、活発 さを低い と評価 し 、 その

色 を好ま しい と感 じ る ほ ど リラ ッ ク ス 感が 増 し、暖
かみや 単純 さを感 じ、生き生 き と し て い る と評価す
る ほ ど覚醒感 が増すこ とが示 唆 され た。
　脳波測定の 結果 より青は脳 を沈静状態に導 き、逆
に紫は活性 状態 に導 く可能性 が 示唆 され た 。赤色は

自律神経系に対 し て 即効的 に働 きか け る可能性 が

あ り、心 理 指標 と生 理 指標の 結果か ら、α 波含有率

の 低下 が 少 なく、また 脈拍数の 増加 も少な い 場合、
心理 的な リラ ッ クス 状態 にな る可能性 や、脳 お よ び

交感神経の 活性化に 伴 っ て 主観的 な疲労感 も増加

す る可能性が 考え られ る。
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